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　後援会ではこの春、大学内に3台の防災かまどベンチを設置しました。これら
は、後援会の依頼を受けて、学内で開催された防災かまどベンチのデザインコン
ペで最優秀賞に選ばれた林操輝さん(大学院2回生)の「可変式かまどベンチ」を環
境建築デザイン学科の加子母木匠塾の学生たちが制作したものです。
　この防災かまどベンチはよくあるレンガで作ったものとは異なり、移動するこ
とも可能で、普段は緑に溶け込む木のベンチでありながら、災害時には左右の
二ヵ所のビスを外し、一本の鉄柱を軸に裏返すことで簡単にかまどとして利用で
きるようになっています。

▲簡単にベンチからかまどへ変身

▲体育館前に設置した防災かまどベンチ
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県大ミニアルバム
今回は写真部の皆さんの
県大写真をご紹介します

県大ニュース
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課外活動レポート
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大規模災害ボランティア助成事業

後援会では、災害支援ボランティアへ向かう学生の交通費
の一部とボランティア保険料の助成をしています。今回は、
東日本大震災発生後から現在まで宮城県において支援活動
だけでなく現地の皆さんと心の交流を続けている学生たち
をご紹介します。

　2011年の東日本大震災から3ヶ月後の6月。環境
建築デザイン学科の学生たちが支援先を探してい
たところ、様々な方を介して紹介していただいたの
が、宮城県南三陸町歌津地区にある田の浦＊1集落
でした。学生たちは、「木興プロジェクト」という団
体を結成し、津波で大破した田の浦の漁港に漁師小
屋を建設しました。
　あの日から5年半近く経ちましたが、田の浦での
活動は終わることなく、現在も継続しています。も
のづくりをする木興プロジェクトに加え、現地の田
の浦ファンクラブ（2014年にNPO法人化）の復興
まちづくり活動を支援する団体「田の浦ファンクラ
ブ学生サポートチーム」、健康交流イベントを行う
「未来看護塾」。活動を通して、私たちは自分の子ど
もや孫のように接してくれる田の浦のみなさんが
好きになり、田の浦のみなさんとの関係性を大切に
しつつ、自分たちにできることを考えながら活動し
ています。
　彦根から田の浦までの距離は約900㎞と遠く、時
間もお金もかかります。なぜそんな遠くに行くの？

もう行かなくてもいいのでは？多くの方々に言わ
れます。ぜひ一度現地に行っていただければと思い
ます。あの15ｍの高さの津波に襲われながら、力強
く復興しつつある三陸の方々とのふれあいは、私た
ちにとってかけがえのない機会なのです。このご縁
を細く長く続けていくことが、大切だと思います。
みなさまの引き続きのご支援よろしくお願いいた
します。

NPO法人田の浦ファンクラブ事務局 小島（県大OG）

田の浦との絆

＊1 田の浦とは
宮城県本吉郡南三陸町の北側に位置し、海と山に囲まれた自然豊かな土地を
持つ。約80世帯で少子高齢化の進んだ漁村。生業は漁業で住民の８～９割が
漁業権を持ち、ワカメ、ホタテ、ホヤの養殖業が盛ん。2011年3月11日の東日
本大震災では、被災55戸、死者14名、行方不明者3名の被害を受けた。
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大規模災害ボランティア助成事業

　私たちは、木造建築の設計・施工を学ぶ場である「木匠
塾」（木興プロジェクトの母体団体）で培ったノウハウ
や、関連団体とのネットワークを活かした、木造建築の
設計・施工による復興支援を目的としています。
　初年度の活動では、何もかもなくなってしまった被災
地で、すぐにでも必要なものを建てるといった即効性が
重要でした。「すべて流されてしまった、できるなら人が
集まれるような場所がほしい。」という漁師さんの言葉
を受けて、港に漁師さんたちの集まる場、「番屋」を建設
しました。わずか2週間という工期の中で、施主である漁
師さんたちは毎日作業を見に来て下さり、一緒に作業を
行いました。他にも地元の大工さんや木材屋さんなど、

多くの方に協力いただき完成することができました。
　復興は長期化が見込まれるため、支援活動を継続的な
ものとし、田の浦の復興に携わっていくことにしまし
た。2年目は都市計画が進められる中で、田の浦のみな
さんと集落全体のことを考え、「田の浦交流センター」の
建設、3年目以降は増設を通して段階的な復興支援を行
い、2016年現在も田の浦で活動させていただいていま
す。活動の際は、毎回田の浦の方々にお世話になり、逆に
私たちが元気付けられている、と感じるほどです。
　木興プロジェクトは木でものをつくることをきっか
けに田の浦と関わり始めました。圃場整備や漁港、高台
移転の工事は完了し、高台の家々もほぼ建設されまし
た。状況は刻一刻と変わり、少しずつ人々の生活にも変
化が生まれてきています。そういった中で木興に新たな
要望が生まれています。継続的な関わりがあるからでは
ないかと思います。今後もこのつながりを大事にして田
の浦と関わっていきたいです。

木興プロジェクト　中村 睦美

　私たちは、復興
まちづくりを行う
団体です。田の浦
の元気づくり、田
の浦と外部の繋が
りを生み復興支援
やまちづくりの協

力者、田の浦のファンを増やすことが目的です。具体的
な活動としては、田の浦で開催する交流イベント（8月の
海の運動会・12月のおちゃっこクリスマス会・3月のキ
ャンドルナイト）の企画運営、月に一度の田の浦への訪
問、現地の高齢者を中心とした健康促進グループ『ひま
輪りの会』と共に高齢者サロンの開催、田の浦の方々を
滋賀にお招きし交流をする『語り部交流会』などです。
　2011年当時中学生や高校生だったメンバーが中心に
活動しています。あの東日本大震災をテレビの画面越で
目にし「何かしたい、自分にできることは．．．」とは考え
るものの、なかなか遠く離れた東北へ支援に行くことは
できず悔しさやもどかしさを感じていました。
　大学生になり、当時はできなかったけれど今ならでき
る、今だからできることもあると考え活動をしています。

当時の私たちと同じように「何かしたい、東北を訪れた
い、東北へボランティアとして行ってみたい」と考えて
いる方が実際に訪れるきっかけをつくり、たくさんの
方々と田の浦をつなぐ役割を担えればと思います。
　なぜ行くのか？と聞かれればそれぞれに思いはあり
ますが、「田の浦が好きだから」「田の浦の人に会いたい
から」と答えます。もちろん活動を続ける理由が「好きだ
から」だけではありませんが、あの震災に負けずに復興
へ立ち向かう田の浦の姿はかっこよく、尊敬しています。
津波であまりにも多くのものを失われたはずなのにそ
れでも「海が好きなんだ、海と生きるんだ」と話す姿に心
を打たれました。田の浦の方々と会うことや、実際に被
災地に訪れることは、私たちにとってテレビや新聞から
では得られない、かけがえのない時間であり経験だと感

じています。

田の浦ファンクラブ
学生サポートチーム

野路 猛

木興プロジェクト

田の浦ファンクラブ学生サポートチーム

もっこう
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　未来看護塾として田の浦のみなさんと交流をさせて
いただいて、今年で5年目を迎えることとなりました。
私たち未来看護塾では、年に1回、田の浦にて「いきい
き健康・交流ひろば」という『心も体も生き活きと健康
になろう！』という目標を持ったイベントを企画させ
ていただいております。イベントでは、看護学生とし
て、足浴やハンドマッサージ、血圧測定などを行って
います。
　活動の中で私たち学生は多くを学び、一回りも二回
りも成長できていると毎年実感しています。田の浦の
みなさんとの関わりは『復興支援』と単に言い切れる
ものではなく、さらに深みのある何かなのではないか
と感じています。ボランティア活動として「田の浦の

みなさんに健康に、生
き活きとした時間を過
ごしてもらおう！」と
いう気持ちでイベント
を行っていますが、私
たち学生の方が関わら

せていただく中でどんどんと元気づけられていると毎
年感じています。田の浦のみなさんの、温かさやたく
ましさ、力強さなど様々な魅力を感じます。あの東日
本大震災を乗り越えて、今生活をしておられるみなさ
んには言葉では表現しきれない魅力がたくさんあり、
私たち未来看護塾はそんな田の浦のみなさんをどんど
ん好きになっていったのです。
　私たち未来看護塾の学生に大きな学びを与え続けて
くださっているこの田の浦のみなさんとの『関わり』
を今後も大事にしていき、みなさんとともに健康に、
生き活きとした時間を過ごしていけたらと考えており
ます。

未来看護塾　松本 義礼

未来看護塾

大規模災害ボランティア助成事業

各団体の詳しい情報は各ホームページ又はブログからご覧ください。

木興プロジェクト 田の浦ファンクラブ学生サポートチーム　　

ＮＰＯ法人田の浦ファンクラブ 未来看護塾

木興プロジェクト
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就職だより

2015年度 ( 後半 )

　2016年3月に卒業した本学学部生の就職率は98.0％（前年同期比1.2％増）で開学以来最高となり、
文部科学省等が発表している全国の大学の就職率97.3％や国公立大学の就職率97.1%を上回ること
ができました。
　株式会社マイナビの調査によりますと2017年卒の採用予定者数は2016年採用実績数と比較する
と19.1％増加するとのことであり、現在、就活中の学部4年生や大学院2年生にとっては引き続き売り
手市場と言われる状況にあります。
　既に内定をもらった学生もいますが、公務員志望者等のようにこれからが本番といった学生もまだ
まだいます。ひとり一人の学生が納得のいく就職ができるよう最後の一人まで支援をしてまいりたい
と考えています。
　就職活動において、必ず聞かれることが二つあります。一つは志望動機であり、もう一つは自分自身
についてです。前者は業界研究や企業研究を徹底してやることにより自ずと答えは見えてきます。よ
り重要なのは後者の質問です。「自己ＰＲ」「学生時代頑張ったこと」を聞かれても、ただ何となく学生
時代を過ごしていたのでは、いくら熱心に自己分析をやったとしても答えられるものではありませ
ん。将来を見据え、今、大学時代に何をすべきかを考え行動することが求められています。
　学生の人生の目標は就職することではないはずです。自分はどのように社会に貢献していきたいの
か、それぞれに未来を見据えた高い志や夢があると思います。その中で企業や団体で働くことをどの
ように位置づけるのかが大事です。
　保護者の皆様のご支援をお願いします。

[学生支援センター　就職担当]　　

職率 1%
で開学以来

を上

年採用実績数
は

開で
就職 る上を上回る上就 る%を% 上回るこ
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就職担当から保護者の皆様へ

　最近の就職活動はエン
トリーシートや就職情報
サイトの活用などにより、
保護者世代の就職活動と
は様変わりしています。
　最新の就職事情につい
て理解を深め、わが子の就
職活動をどう応援すれば
良いかについて考えます。
是非ご参加ください。

　日　時           
　平成28年10月29日㈯
　13時～16時
　会　場　　　
　滋賀県立大学
　交流センターホール
※事前申込みが必要です。

保護者向け
就職説明会の
ご案内

2016年度（後半）

就職対策セミナー開催カレンダー（3回生・M1向き）

各種公務員の業務説明会を随時開催します。
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開催日 時　間 内　容
10/7
（金）

18時 15分
90分

就職活動本番準備セミナー
・超人気講師が、熱くかつ楽しく、就活のコツを伝えます

10/19
（水）

18時 15分
90分

業界研究セミナー（実践編）
・企業を客観的に判断する

11/5
（土）

13時 00分
～ 16時 10分

ES対策セミナーと模擬テスト
・書き方のコツ、考え方を伝授します

11/16
（水）

18時 15分
90分

冬のインターンシップの選び方
・冬のインターンシップに参加しよう

12/7
（水）

18時 15分
90分

ビジネスマナー講座
・きらりと光るビジネスマナー

12/17
（土）

13時 00分
～ 16時 10分

面接対策とＧＤ対策
・面接とグループディスカッションの基本と実践

12/21
（水）

18時 15分
90分

学内業界研究会事前説明会
・業界研究会の活用方法、参加企業一部紹介　など

1/18（水）～ 20（金） 学内業界研究会
・優良企業多数参加予定

2/17
（金）

13時 30分
90分

合説準備セミナー
・学内企業説明会と就職情報会社主催の合同説明会参加のコツ

2/20
（月）

10時 00分
～ 17時 00分

直前対策セミナー
・これまでの集大成・総まとめ

3/1（水）
就職情報会社から、個別企業へのエントリー解禁日
合同説明会、個別企業説明会への参加
エントリーシート作成、提出（WEB、郵送など）
SPI 等テスト受検（テストセンター、WEB）

　3/6（月）～ 9（木） 学内企業研究会
・優良企業多数参加予定



平成27年度卒業生の進路状況

環境科学部
●環境生態学科
イズミヤ㈱
いであ㈱
伊藤忠エネクス㈱
エレコム㈱
エスフーズ㈱
㈱大阪ガスファシリティーズ
京都生活協同組合
㈱近畿エコサイエンス
㈱黒壁
滋賀県商工会連合会
敷島製パン㈱
日本水処理工業㈱
㈱パソナ
㈱日立建機ティエラ
室戸市 【地域おこし協力隊・非常勤】
高島市 【行政】
滋賀県警察

●環境政策・計画学科
㈱大垣共立銀行
大阪商工信用金庫
㈱関西アーバン銀行
㈱かんでんエンジニアリング

㈱共栄店舗
JAグリーン近江
(独)国立病院機構
㈱JR西日本ITソリューションズ
㈱ジェイアール西日本メンテック
㈱滋賀銀行
㈱写真化学
生和不動産保証㈱
ソフトバンク㈱
東京コンピュータサービス㈱
トヨタ車体㈱
野村證券㈱
㈱バローホールディングス 【2】
㈱阪急阪神ホテルズ
JA兵庫六甲
富士電機㈱
㈱平和堂 【2】
㈱ホンダロジスティクス
富山市 【行政】
羽島市 【行政】

●環境建築デザイン学科
㈱アキュラホーム
旭化成ホームズ㈱

石友ホーム㈱
㈱一条工務店
㈱伊藤工務店
㈱エーバイシー
㈱エステム建築事務所 【2】
JAおうみ冨士
㈱大林組
㈱奥田工務店
香川県信用組合
さくら構造㈱
三陽建設㈱
㈱スペース 【2】
積水ハウス㈱
大東建託㈱
大日コンサルタント㈱
大和ハウス工業㈱
タカラスタンダード㈱
タケコマイ
㈱竹中工務店
中央設備エンジニアリング㈱
トヨタホーム愛知㈱
㈱中蔵
㈱和
㈱長谷工コーポレーション 【2】

㈱平成建設
前田建設工業㈱
丸功建設
UTグループ㈱
㈱レイゼクス
滋賀県 【建築2・土木1・臨時1】
鯖江市 【建築】
吹田市 【建築】
枚方市 【建築】

●生物資源管理学科
アース環境サービス㈱
因幡電機産業㈱
井村屋グループ㈱
㈱エディオン
大阪府信用農業協同組合連合会
京都信用金庫
京都府土地改良事業団体連合会
(独)国立病院機構
佐川急便㈱
㈱サンマルクカフェ
新教育総合研究会㈱
新江州㈱
㈱進々堂

㈱創味食品
東和薬品㈱
㈱トラスト
西日本旅客鉄道㈱
日本年金機構
㈱ニラク
JA兵庫南
㈱福寿園
㈱フジサワ建設
メロディアン㈱
山崎製パン㈱ 【2】
㈱ユーベック
㈱麗光
リクロー㈱
農林水産省近畿農政局 【農業】
滋賀県 【農業1・総合土木1】
兵庫県 【総合土木】
滋賀県教育委員会 【農業1・生物1】
大阪市教育委員会 【理科】
郡上市 【行政】

●材料科学科
㈱アイ．エス．テイ
イビデン㈱
㈱エスケーエレクトロニクス
NCS&A㈱
奥野製薬工業㈱
カイインダストリーズ㈱
錦城護謨㈱
呉羽テック㈱
㈱KRフードサービス
㈱ソトー
大東電材㈱
東洋佐々木ガラス㈱
長浜キヤノン㈱
ニチコン㈱
日新薬品工業㈱
パネフリ工業㈱
肥田電器㈱
福田金属箔粉工業㈱
マツイカガク㈱
㈱安川工務店
山科精器㈱
ヤンマー㈱
ローム㈱ 【2】
滋賀県教育委員会 【化学】
宇治市 【行政】

●機械システム工学科
㈱イトーキ
キヤノンマシナリー㈱
㈱協成
㈱三永
三恵工業㈱ 【2】
滋賀県立愛知高校 【理科・臨時講師】
シャープ㈱
㈱トクデン
㈱酉島製作所
日世㈱
㈱フジキン
三菱電機エンジニアリング㈱
村田機械㈱
山科精器㈱
ユーテック㈱
東近江行政組合 【消防】

●電子システム工学科
㈱イシダ
ウチヤ・サーモスタット㈱
㈱エクセディ
SGシステム㈱
NECネッツエスアイ㈱
堅田電機㈱
㈱かんでんエンジニアリング
キヤノンマシナリー㈱
京都電子計算㈱
㈱きんでん
㈱サンユウ
三陽マシンテクノロジー㈱
㈱滋賀銀行
島津メクテム㈱
㈱SCREENホールディングス
住友電設㈱
㈱ダイフク 【2】
竹中エンジニアリング㈱
タケモトデンキ㈱
夏原工業㈱
日本電産㈱
㈱阪栄マネージメント
古河AS㈱
㈱ブレインアソシエイツ
ムラタシステム㈱

ワボウ電子㈱
長浜市　【電気技術】

工学部

※【】内は人数、雇用形態、職種 (公務員・教職等のみ )など。
　表記なしの場合は就職者 1名、正社員雇用

H28.5.1 現在就職情報
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●地域文化学科
アイドゥー㈱
東海運㈱
茨木市教育委員会 【調査員・嘱託】
エムケイ㈱
㈱カネスエ
㈱関西アーバン銀行
京セラコミュニケーションシステム㈱
京都信用金庫
㈱グロップ
JA甲賀
㈱コスモライフ
さらま交易
JBグループ
滋賀交通㈱
静岡県労働金庫
(有)chicfeel
㈱乗馬クラブクレイン
情報通信コンサルティング㈱
㈱昭和電機
㈱総合滋賀
多賀町教育委員会 【調査員・臨時】
㈱たねや
タリーズコーヒージャパン㈱
㈱Tech Buddy
㈱トップ精工
夏原工業㈱
新潟県労働金庫
西尾信用金庫
日東精工㈱
ネッツトヨタ滋賀㈱
㈱花の千正園
㈱バローホールディングス 【2】
東日本旅客鉄道㈱
JA東びわこ
飛騨産業㈱

㈱平和堂
㈱ベネッセスタイルケア
㈱ベルーナ 【2】
㈱マツモト
宮島石油販売㈱
ヤンマー㈱
ユーシン精機㈱
㈱ヨドバシカメラ
東京国税局 【国税専門官】
関東信越国税局 【国税専門官】
滋賀県 【行政】
大阪府 【行政】
岐阜県 【行政】
大津市 【行政】
甲賀市 【行政1・学芸員1】
京都市 【行政】
奈良市 【行政】
浜松市 【行政】
三鷹市 【行政】
三原市 【行政】

●生活デザイン学科
井上リボン工業㈱
㈱岩田製作所
㈱WAVE
㈱折込広告社
㈱オリバー
キステム㈱
㈱グラフィック
㈱クロスカンパニー
（生協）コープしが
㈱コスモス・コーポレイション
㈱サクラ
㈱サングリーン
㈱シップス
㈱昭和工芸

昭和住宅㈱
(有)スリーアンドコー
大和ハウスリフォーム㈱
㈱デザインアーク 【2】
日本ビジネスアート㈱
㈱ニトリ
パナホーム㈱
㈱パル
ブラニュー㈱
㈱プロジェクトファイブ
Mother's Industry㈱
㈱レイ・カズン

●生活栄養学科
㈱愛知銀行
㈱あきんどスシロー
オリジン東秀㈱
㈱KRフードサービス
㈱ココカラファインヘルスケア
(福)秀生会　
 特別養護老人ホームザイオン
㈱スギ薬局 【5】
(福)膳所福祉会　湖のこ保育園
JA高岡
㈱トップメディア
長浜赤十字病院
日世㈱
日本赤十字社
ハーベスト㈱
阪奈中央病院
㈱平和堂 【2】
㈱メガネトップ
㈱山田養蜂場
ユニー㈱
㈱わかさ生活
田辺市 【行政】

豊田市 【行政】

●人間関係学科
㈱アイボックス
㈱アド・ダイセン
カゴメ㈱
北村花園
㈱三和金属工業
㈱シーエーシー
㈱シーエスシーサービス
滋賀中央信用金庫 【2】
㈱スギ薬局
スターキャット・
 ケーブルネットワーク㈱
㈱千成亭
㈱テクノ・ライン
㈱東京スター銀行
トランス・コスモス㈱
㈱ナベヤ
㈱日本データコントロール
㈱林商事
㈱バローホールディングス
東近江市立聖徳中学校
 【社会・臨時講師】
JA福井市
㈱プレジィール
㈱マーキュリースタッフィング
㈱モノリス
米原市 【行政】
大口町 【行政】

●国際コミュニケーション学科
㈱アイ・オー・データ機器
㈱ECC
㈱インフィニトラベル
 インフォメーション

NPO法人W・I・N・G
㈱エテュセ
㈱エヌ・ティ・ティ・ロジスコ
大阪シティ信用金庫
㈱GABA
がんこフードサービス㈱
㈱関西アーバン銀行 【2】
京セラコミュニケーション
 システム㈱
クラブツーリズム㈱
㈱ジェイアイエヌ
㈱JTBメディアリテーリング
㈱滋賀銀行
㈱システムクリエイト
㈱SHIMADA
島田商事㈱
㈱ジャステック
全日本空輸㈱
ダイキンHVAC
 ソリューション近畿㈱
中部国際空港旅客サービス㈱
㈱ドワンゴ
名古屋エアケータリング㈱
西日本鉄道㈱
日本生命保険(相)
パナソニック㈱
㈱阪急阪神エクスプレス
富士通㈱
㈱ボン・リブラン
三重交通㈱
㈱村田製作所
㈱モルテン
㈱モンテローザ
楽天㈱
東近江市 【行政】

●滋賀県内
大津赤十字病院 【2】
済生会滋賀県病院 【2】
滋賀医科大学附属病院
滋賀県立精神医療センター 【2】
滋賀県立成人病センター 【6】
市立長浜病院 【3】
豊郷病院 【2】
彦根市立城南小学校
 【養護教諭・臨時講師】
滋賀県 【保健師】
甲賀市 【保健師】
守山市 【保健師】
栗東市 【保健師】
日野町 【保健師】

●滋賀県外
一宮西病院
大垣市民病院 【2】
大阪医科大学附属病院
大阪警察病院
大阪大学医学部附属病院
大阪府済生会茨木病院
大阪府立母子保健総合
　　　医療センター 【2】
神奈川県横浜市みなと赤十字病院
金沢病院
北野病院
岐阜県総合医療センター 【2】
岐阜大学医学部附属病院
京都回生病院
京都市立病院
京都大学医学部附属病院 【3】

(医)協和会
近畿中央病院
けいゆう病院
国立病院機構大阪医療センター
小牧市民病院
市立甲府病院
富山大学附属病院
虎の門病院
名古屋市立大学病院
名古屋市立病院東部医療センター
名古屋第一赤十字病院
東住吉森本病院
兵庫県立がんセンター
福井県立病院
福井市立木田小学校
 【養護教諭・臨時講師】
福岡和白病院

三重大学病院
福井県 【保健師】
京都市 【保健師2】
神戸市 【保健師】

就職情報

人間文化学部

人間看護学部
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環境科学研究科 工学研究科

工学研究科

人間文化学研究科

人間文化学研究科

平成27年度卒業生の進路状況（大学院）

平成２７年度卒業生の進学先一覧

平成２７年度卒業生の進学先一覧（大学院）

●環境動態学専攻
アクアス㈱
JAグリーン近江
㈱昭建
㈱TKX
フルハシEPO㈱
㈱モンベル
農林水産省横浜植物防疫所 【技術】
滋賀県 【行政1・林業1】

●環境計画学専攻
㈱梓設計
㈱奥誠環境商事
(有)カンポ
小松ウオール工業㈱
昭和設計㈱
スターツコーポレーション㈱
住友林業㈱
成安造形大学
㈱創巧園
㈱丹青社
都市環境開発㈱
㈱ニュージェック
㈱長谷工コーポレーション 【2】
㈱プラネットリビング

●材料科学専攻
㈱eWell
㈱荏原製作所
大林道路㈱
小島プレス工業㈱
㈱ジーシーデンタルプロダクツ
シキボウ㈱
ジヤトコエンジニアリング㈱
㈱住田光学ガラス
大東化成工業㈱
㈱タムラ製作所
ナトコ㈱
日本板硝子㈱
ニプロ㈱
日本写真印刷㈱
ヤンマー㈱
滋賀県教育委員会 【物理】
京都府 【化学】

●機械システム工学専攻
淺田鉄工㈱
㈱エクセディ
㈱神戸製鋼所
㈱GSユアサ
ジヤトコ㈱
㈱SCREENホールディングス
象印マホービン㈱
ダイキン工業㈱
ダイハツディーゼル㈱
東レ・カーボンマジック㈱
ナブテスコ㈱
パナソニック
 デバイスシステムテクノ㈱
平田機工㈱
ペガサスミシン製造㈱
ミズノテクニクス㈱
ヤマザキマザック㈱
ヤンマー㈱

●電子システム工学専攻
㈱NTTファシリティーズ関西 
㈱エネゲート 
キヤノンマシナリー㈱ 
京セラドキュメント
 ソリューションズ㈱
㈱三社電機製作所 
㈱GSユアサ 
ジヤトコ㈱ 
西菱電機㈱ 
㈱東芝 
凸版印刷㈱ 
日亜化学工業㈱ 
㈱日新システムズ 
日鉄住金テックスエンジ㈱ 
日本熱源システム㈱ 
㈱富士通ゼネラル 
三菱電機㈱ 
三菱電機インフォメーション
 システムズ㈱
三菱電機インフォメーション
 ネットワーク㈱
ヤマハ㈱ 

環境科学部
環境生態学科
滋賀県立大学大学院 【9】
滋賀大学大学院 【1】

環境建築デザイン学科
滋賀県立大学大学院 【9】
横浜国立大学大学院 【1】
名古屋市立大学大学院 【1】

環境政策・計画学科
滋賀県立大学大学院 【1】
京都大学大学院 【1】
滋賀大学大学院 【1】
鳥取大学大学院 【1】
奈良教育大学教職大学院 【1】
生物資源管理学科
滋賀県立大学大学院 【11】
京都大学大学院 【4】
岐阜大学大学院 【1】

●地域文化学専攻
㈱アタゴ

●生活文化学専攻
亀田製菓㈱
公立甲賀病院
名古屋大学医学部附属病院

工学部
材料科学科
滋賀県立大学大学院 【15】
京都大学大学院 【4】
奈良先端科学技術大学院大学 【3】
京都工芸繊維大学大学院 【3】
京都教育大学大学院 【1】

機械システム工学科
滋賀県立大学大学院 【27】
大阪大学大学院 【1】
大阪府立大学大学院 【1】

電子システム工学科
滋賀県立大学大学院 【17】
奈良先端科学技術大学院大学 【4】
大阪大学大学院 【2】
大阪府立大学大学院 【2】
首都大学東京大学院 【1】
北陸先端科学技術大学院大学 【1】

機械システム工学専攻
東京工業大学大学院 【1】

地域文化学専攻
総合研究大学院大学 【1】

人間看護学部
人間看護学部
千葉大学大学院 【1】
奈良県立医科大学大学院 【1】

人間文化学部
地域文化学科
滋賀県立大学大学院 【4】
滋賀大学大学院 【1】
福井大学大学院 【1】
九州大学大学院 【1】

人間関係学科
愛知みずほ大学 【1】

生活栄養学科
滋賀県立大学大学院 【4】

国際コミュニケーション学科
滋賀県立大学大学院 【1】

H28.5.1 現在
就職情報
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課外活動レポート

　6月25日(土)に第19回となる京滋戦を開催しました。京滋戦とは、毎
年京都府立大学と行っている体育会系クラブの交流戦です。今年は、京
都府立大学を会場として開催しました。
　当日は天候不良により、サッカーは中止になってしまいましたが、そ
の他の競技は無事に終えることができました。昨年と一昨年は総合優
勝を逃してしまい、苦汁を味わう結果になってしまったため、今年は滋
賀県立大学の名誉にかけて絶対に負けられない、という気持ちで挑み
ましたが、結果、引き分けとなり、惜しくも勝利をつかむことはできま
せんでした。来年こそは勝利をつかみ取ってほしいと
思います。
　最後になりましたが、京滋戦を開催するにあたって
ご協力いただきました皆様、並びにお世話になった皆
様に御礼申し上げます。

第20代体育会会長　吉村駿平

▲タイルの上に全員集合

▲ボールを落とさずにゴールまで

　5月21日（土）に彦根市荒神山自然の家において、課外活動団体
の部長や幹部を対象とした、リーダース研修が開催されました。
　この研修は、アドベンチャー教育の手法を用いて個人とグ
ループの成長を促し、グループとしての責任、協力、協働などを
学ぶとともに学生同士の交流を図る目的で、毎年開催されてい
ます。本年は、各団体の部長や幹部等36名の参加がありました。
　研修は、緊張を解す簡単なゲームから始まり、チームで協力
し、様々なミッションにチャレンジしていきました。最初は、遠
慮気味の学生たちも、時間の経過とともに会話も増え、意見交換
が盛んになっていきました。その中で、チームで協力しながら知
恵を絞り、協力することで、困難と思える課題が達成でき、次の
ステップへ進んでいけるという経験をしました。
　各ミッション間では、振り返りの時間を持つことで、具体的な
目標を設定することや仲間と目標や意見を共有することの大切
さを改めて考えるよい機会となりました。
　学生からは「目標設定の仕方や声出しの重要性を学ぶことが
できた」「自分たちで考え行動する重要性を学べた」などの感想
があり、課外活動を行う上でリーダーとして大切なことを学び
ました。

第19回
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会長よりごあいさつ

後援会ホームページのご案内

　後援会の事業内容や学生保険の詳細、広報「はっさか」のバック
ナンバー、お知らせや大学の様子を伝えるブログなどをご覧いた
だけます。 http://www.usp-koenkai.jp

滋賀県立大学後援会

事務局からのお知らせ

学生懇談会報告 新入生に
入学記念品を贈りました

　後援会では新入生に入学記念品を贈呈してい
ます。今年も学生からデザインを募集し、後援
会オリジナルのトートバッグを入学式でお渡し
しました。A4 サイズのファイルが入り肩から
掛けられるサイズになっています。キャンパス
ではこのトートバッグを持っている１回生の姿
を多く見かけました。

　「滋賀県自転車の安全で適正な利用の促進に関する条例」の施行により、
10月１日から、自転車損害賠償保険等の加入が義務付けられます。
　本学では多くの学生が「学研賠」という賠償責任保険に加入【３回生以下
は全員加入】していますが、大学生活に関係の無い行動時の事故は補償でき
ませんので、必要に応じ別途保険加入をしてください。

人間文化学部 生活栄養学科
奥野未悠さん

　入学式で大学に来ると
き、バスから一番に目に入
りワクワク感をくれるえん
ぴつ塔をデザインし、下に
ある波は新入生の地域や世
界での活躍を願う琵琶湖と
海を表しています。

トートバッグデザイン

平成28年10月から自転車損害補償保険等の加入が義務に！

　7 月 9 日 ( 土 ) に本学の評議会室において、学
生懇談会を開催しました。学生と後援会理事と
が意見交換をする場として、また、学生が大学
や後援会に対する要望を後援会役員に直接聞い
てもらう機会として毎年開催しています。学生
からは、外灯の設置、体育館北側の遮光設備の
設置、体育備品の修繕や購入、部室の増設、昨
年に引き続き弓道場建設の要望等が出されまし
た。要望は大学にも伝え、後援会としてできる
ことから応援していきます。

４回生

　会員のみなさまには日頃より後
援会活動にご理解、ご協力をいた
だきまして誠にありがとうござい
ます。
　本後援会は、学生が充実した学
生生活を送れるように、学生のた

めの福利厚生に関する事業、就職開拓に関する事
業、大学と保護者との連絡に関する事業などを行っ
ています。具体的には、湖風祭、クラブ活動、課外
活動、就職支援事業などへの助成と、年に２回、後

援会会報「はっさか」を発行し、会員の皆様へ大学
の様々な情報を提供していきます。さらに今年度も
「後援会役員と学生との懇談会」を開催し、学生か
らの意見や要望を聞き取り、後援会事業のPDCAサ
イクルを図ってまいります。
　今後もしっかりと学生の応援ができるように取り
組んでまいりますので、会員のみなさまのさらなる
ご支援、ご協力を賜りますようお願い申し上げま
す。

会長　前川　明

後援会会員のみなさまへ
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